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Ⅰ.企業概要

メーカでもユーザでもない、第三者（=サード・パーティ）という⽴場から、
⾼い専⾨性と技術を兼ね備えたサービスを提供
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会社概要
会 社 名 ⽇本サード・パーティ株式会社

Japan Third Party Co.,Ltd.（JTP）

本 社 東京都品川区北品川4-7-35 御殿⼭トラストタワー14階

施 設
・御殿⼭トレーニングセンター （本社）
・⼤阪ITトレーニングセンター （⼤阪）
・東京テクニカルラボセンタ （五反⽥）
・JTPインテグレ ションセンタ （⻄東京）・JTPインテグレーションセンタ （⻄東京）

事 業 所 北海道、栃⽊、⼤阪、福岡
資 本 ⾦ 795,475,000円

設 ⽴ 1987年10⽉31⽇

認 定 ・Amazon Web Services
APN スタンダードコンサルティングパートナー

所 属 団 体
・⼀般社団法⼈ データサイエンティスト協会
・⼀般社団法⼈ 新経済連盟
・⽇本OSS推進フォーラム

ブ・ブロックチェーン推進協会

従 業 員 388名（2018年3⽉31⽇現在）

上 場 市 場 東京証券取引所JASDAQ （スタンダード）
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上 場 市 場 東京証券取引所JASDAQ （スタンダ ド）
証券コード：2488
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⽇本サード・パーティについて

 ⽇本サード・パーティ（JTP）は、⽇本に進出する海外のテクノロジー企業
向けに テクニカルサービス ヘルプデスク トレーニングなどの技術サー向けに、テクニカルサービス、ヘルプデスク、トレーニングなどの技術サー
ビスのアウトソーシングを提供する会社として1987年に設⽴されました。

 ⽇本で、メーカでもユーザでもない、第三者（=サード・パーティ）という
⽴場から、⾼い専⾨性と技術を兼ね備えたサービス提供を⾏っていきたい、
これが「⽇本サード・パーティ」の社名の由来です。

 海外のお客様の⽇本での事業展開をサポ トするだけでなく ⽇本のエンド 海外のお客様の⽇本での事業展開をサポートするだけでなく、⽇本のエンド
ユーザに対して、ITにおける新しい選択肢を提供したいという想いで、JTP
独⾃のサービスの展開も拡げています。

Copyright © Japan Third Party Co., Ltd. All Rights Reserved.
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事業構成
教育ソリューション事業 IT⼈財育成・GAIT

・海外メーカやサービスベンダの市場参⼊にともなうエンドユーザ向けの技術トレーニング事業請負
・当社独⾃のICTの最先端技術トレーニングの提供
・スキルの棚卸しから不⾜するスキルを補う教育までのサイクルを総合的に

コンサルティングする⼈財コンサルティングサービス

ICTソリューション事業 システム設計・構築・運⽤・HDICTソリュ ション事業 システム設計 構築 運⽤ HD
・ICTシステムの設計・構築・運⽤・保守サービス
・製造⽀援サービス既

ライフサイエンス事業 薬機法対応パッケージ
・ICTが応⽤的に使われている医療機器、化学分析装置などの据付、点検、校正、修理等の

保守サービス

存

⻄⽇本ソリューション事業 ICT・ライフサイエンス事業
・⻄⽇本地域におけるICTシステムの運⽤保守サービス

⻄⽇本地域におけるライフサイ ンスサ ビス・⻄⽇本地域におけるライフサイエンスサービス

その他事業 AI、RPA、デジタルマーケティング
新規事業セグメント

新
規
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・新規事業セグメント規
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業績トレンド
前期ま 既存事業 収益性 改善を実現 利益を 分前期までに既存事業の収益性の改善を実現し、その利益をAI分野へ

先⾏投資し減益となるが、売上⾼は増収基調を維持

3005,100 売上⾼ 経常利益

(単位：百万円)
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Ⅱ.2019年3⽉期 第2四半期決算実績

分 対応 ピ ド 機動⼒ 重視 先⾏投資 減益AI分野への対応スピード、機動⼒を重視して、先⾏投資による減益となるも、
受託業務量は堅調に推移し、増収を確保。
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存
2019年3⽉期 第2四半期決算サマリー

既存事業の堅調な実績を背景に、その利益を新規事業
（AI・RPA関連）へ先⾏投資し、事業拡⼤に向けたスピードを加速

2018年3⽉期
第2四半期

2019年3⽉期
第2四半期

(単位：百万円)
実績 期初計画 実績実績 計画⽐

（%）
前年同期⽐

（%）

売上⾼ 2 257 2 393 2 534 105 9% 12 3売上⾼ 2,257 2,393 2,534 105.9% 12.3

営業利益 80 70 70 100.0% ▲12.4

営業利益率 3.5% 2.9% 2.7% ▲0.2P ▲0.8P

経常利益 80 70 73 104.3% ▲8.5

当期純利益 57 39 44 113 1% ▲22 6
Copyright © Japan Third Party Co., Ltd. All Rights Reserved.

当期純利益 57 39 44 113.1% ▲22.6

9



セグメント別の売上⾼推移
(単位：百万円)

その他事業
AI・RPA関連サービスの業務受託拡⼤により増収

2,500 
その他 152

ライフサイエンスその他 42

ライフサイエンスサービス事業

スポット案件の増加により増収

2,000 

ライフサイエンス
サービス

346

⻄⽇本ソリューション
317

ライフサイエンス
サービス

330

⻄⽇本ソリュ ション

⻄⽇本ソリューション事業

スポット案件の増加により増収

1,500 

⻄⽇本ソリューション
280

国内メーカからの受託量増⼤により増収

1,000 
ICTソリューション

1,402ICTソリューション
1,266

ICTソリューション事業

国内ユーザ向けのサービス拡⼤により増収
500 

教育ソリューション事業

⼀部受託業務の終了により減収0 

教育ソリューション
318

教育ソリューション
339
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2018年3⽉期第2四半期 2019年3⽉期第2四半期
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営業利益増減分析
財投資を中⼼ 先⾏投資が発⽣す も⼈財投資を中⼼に先⾏投資が発⽣するも、

既存事業を中⼼に収益性の改善では⼀定の成果

＋7 ▲17

既存事業

(単位：百万円)

80

既存事業

新規事業等
教育ソリューション

+
ICTソリューション その他

80
70

ソリ ション
＋
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＋
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2018年3⽉期第2四半期 2019年3⽉期第2四半期
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利益⾯の前年同期⽐との変動要因

事業部⾨ プラス要因 マイナス要因

教育ソリューション ⼀部受託業務の終了

ICTソリューション 国内ユーザ向けのサービスが
拡⼤

⻄⽇本ソリューション 国内メーカからの受託量増⼤

ライフサイエンス 業務拡⼤の為の先⾏投資（作
業エリア拡張、体制強化）体 ）

その他 サービス拡充の為の先⾏投資
（パッケージ開発、増員）

Copyright © Japan Third Party Co., Ltd. All Rights Reserved.

（パッケ ジ開発、増員）
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2019年3⽉期決算サマリー
通期についても新規事業（AI・RPA関連）への先⾏投資により減益とな通期についても新規事業（AI・RPA関連）への先⾏投資により減益とな

るも、既存事業での安定収益及び新規事業拡⼤により増収を⾒込む

(単位：百万円)
2018年3⽉期 2019年3⽉期計画

実績 計画 前期⽐ 前期⽐（％）

売上⾼ 4,748 5,000 252 5.3%

営業利益 251 180 ▲71 ▲28.2%

営業利益率 5.2% 3.6％ ▲1.6P -営業利益率 5.2% 3.6％ 1.6P

経常利益 258 180 ▲78 ▲30.2%

当期純利益 184 100 ▲84 ▲45.6%

期末従業員数（⼈） 388 413 25 6 4%

Copyright © Japan Third Party Co., Ltd. All Rights Reserved.

期末従業員数（⼈） 388 413 25 6.4%
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2019年3⽉期の事業⽅針
2019年3⽉期は、中期⽬標（売上⾼60億円、利益6億円）

早期達成に向けての基盤構築の年とする

2019年3⽉期 事業⽅針

事業拡⼤のための
”ビジネスモデル転換”とビジネスモデル転換 と

”積極的投資”

2019年3⽉期 業績計画

売上50億円 営業利益 1.8億円

Copyright © Japan Third Party Co., Ltd. All Rights Reserved.
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Ⅲ 今後の事業⽅針Ⅲ.今後の事業⽅針

スピードと機動⼒の更なる向上を⽬指して、AI・RPA関連に今後も
積極的な投資

Copyright © Japan Third Party Co., Ltd. All Rights Reserved.



事業⽅針

Copyright © Japan Third Party Co., Ltd. All Rights Reserved.
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これまでの事業戦略

課題：収益性の改善 ⾃社サービスの開発・販売

ロボティックス

AIソリューション質 ⾼付加価値
サ ビスの創出的

拡
サービスの創出

⼈材コンサルティング
拡
⼤

ICTソリューション 事業の精査

Copyright © Japan Third Party Co., Ltd. All Rights Reserved.
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今後の事業戦略

課題：規模の拡⼤ 国内顧客の拡⼤

ロボティックス
グ
ロ質

的
AIソリューション

ロ
ー
バ
ル
ビ

ライフサイエンス

拡
⼤

⼈材コンサルティング ビ
ジ
ネ
ス⼤

ICTソリューション

⾯ 的 拡 ⼤
Copyright © Japan Third Party Co., Ltd. All Rights Reserved.
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質的拡⼤の定量データ（前年同期⽐較）

ロボティックス
販売社数：45社 → 74社

AIソリューション質
販売実績：42百万円→152百万円

（AIは前期0）

的
拡

⼈材コンサルティング
拡
⼤ 販売実績：65百万円→69百万円

ICTソリューション

Copyright © Japan Third Party Co., Ltd. All Rights Reserved.
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⾯的拡⼤の定量データ（前年同期⽐較）
国内顧客の拡⼤

質
的

海外メーカ

1,286百万円→1,362百万円

国内メーカ・ユーザ

971百万円→1,172百万円

拡
⼤

, ,

（75百万円増）

,

（201百万円増）
⼤

⾯ 的 拡 ⼤
Copyright © Japan Third Party Co., Ltd. All Rights Reserved.
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重点施策

GAIT（⼈財育成）
Third AI （AIプラットフォーム）

ボ ビ

⾃社サ ビス開発の

ロボティックスサービス （医療、介護分野）

⾃社サービス開発の
拡充

グルーバルライフサイエンス グル バル
ビジネス

ライフサイエンス
事業の拡⼤

パ ビ インド展開トータルパッケージサービス
（薬事申請〜製品保守サポート）

インド展開
・GAITの活⽤

Copyright © Japan Third Party Co., Ltd. All Rights Reserved.
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投資について

投資 リターン

積極的な採⽤：80名
（新卒30名、中途 50名） 既存事業の拡⼤

⼈財育成投資：
技術スキル、ソフトスキル ⾼付加価値のサービス提供

施設投資：
教育、ヘルプデスク、ライフサイエン
ス事業所の拡張

請負事業のキャパシティ拡⼤

海外展開への投資 インド市場でのビジネス拡⼤

新規事業開発への継続投資 弊社⾃社サービスの拡充

Copyright © Japan Third Party Co., Ltd. All Rights Reserved.
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Ⅳ 新規事業領域についてⅣ.新規事業領域について

AI市場動向と当社事業戦略をご紹介

Copyright © Japan Third Party Co., Ltd. All Rights Reserved.



⼈⼯知能(AI) 市場動向
ICTの浸透が⼈々の⽣活をあらゆる⾯でより良い⽅向に変化させる

デジタルトランスフォーメーション（Digital Transformation）が
進みつつある時代進みつつある時代

Copyright © Japan Third Party Co., Ltd. All Rights Reserved.

出展：平成30年版 情報通信⽩書
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⼈⼯知能(AI) 市場予測
⼈⼯知能(AI) ,ロボット, IoT 等のデジタル技術を活⽤した

サービス市場は、2030年には17年度⽐4.2倍の2兆3,600億円に
市場規模は拡⼤すると予測市場規模は拡⼤すると予測

25,000
(単位：億円)

その他業種

20,000 交通／運輸

医療／介護
15,000

医療／介護

情報通信

10,000

5,000

⾦融

流通
,

0

製造

2017年度 2018年度
⾒込

2019年度
予測

2020年度
予測

2021年度
予測

2030年度
予測
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出展：富⼠キメラ総研「2018 デジタルトランスフォーメーション市場の将来展望」

⾒込 予測 予測 予測 予測
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新規事業モデル
デジタルトランスフォーメーションを実現する

プラットフォーム Third AI を開発

IoTIoT

SNS

Robo
ticstics

RPA

IoT

Copyright © Japan Third Party Co., Ltd. All Rights Reserved.
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新規事業ビジネスモデル

サブスクリプション型受託開発型

サービス提供受託開発

⽉額利⽤料
継続的な

サービス開発

費⽤

受託開発型 サブスクリプション型

価格 原価＋利益で決定 需要と使⽤料で決定価格 原価＋利益で決定 需要と使⽤料で決定

売上拡⼤ 販売数増加 顧客とのリレーション強化

Copyright © Japan Third Party Co., Ltd. All Rights Reserved.

差別化 コスト、品質 魅⼒的なコスト、プラン
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Third AI ターゲット
コンタクトセンタ マーケティング スマートオフィス スマートホーム

⼈⼯知能 UI/UX 「つなぐ」⼈⼯知能 , UI/UX
最適なサービス

「つなぐ」
「ひきあわす」

Copyright © Japan Third Party Co., Ltd. All Rights Reserved.

スマートファクトリスマートグリッド エデュテック フィンテック
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ターゲット

AI関連事業の売上⽬標：2022年3⽉期 5億円を⽬指す

新規事業全体の売上⽬標：2022年3⽉期 全社売上15%を⽬指す新規事業全体の売上⽬標：2022年3⽉期 全社売上15%を⽬指す

Copyright © Japan Third Party Co., Ltd. All Rights Reserved.
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沿⾰

1987年 10⽉ ⽇本サード・パーティ株式会社 設⽴

1992年 4⽉ 本社にトレーニングセンタを設置、教育事業に進出1992年 4⽉ 本社にトレ ニングセンタを設置、教育事業に進出

1994年 7⽉ 東京テクニカルセンタを設置（現：東京テクニカルラボセンタ）

1994年 11⽉ ライフサイエンス部⾨で化学分析機器サービス事業に進出

2003年 3⽉ ライフサイエンス部⾨で医療機器サービス事業に進出

2006年 6⽉ ジャスダック証券取引所に株式を上場

2011年 8⽉ ライフサイエンス部⾨で放射線事業（放射性物質測定機器の取り扱い）を開始2011年 8⽉ ライフサイエンス部⾨で放射線事業（放射性物質測定機器の取り扱い）を開始

2012年 1⽉ 放射能プレミアムドックセンタを開設

2012年 10⽉ 世界標準のITスキルアセスメントテスト「GAIT」の提供を開始

2013年 6⽉ デジタルマーケティング 事業に進出、「Wayin（ウェイイン）」の提供を開始

2014年 11⽉ グローバルIT⼈材育成⽀援の⼀環として、全国統⼀学⽣ICTテストにGAITの提供を開始

2015年 1⽉ ロボティクス事業に進出、ヒューマノイドロボット「NAO」関するサービスを開始

2016年 11⽉ JTPインテグレーションセンタを開設

2017年 6⽉ AI事業に進出、「Third AI（サードアイ）」の提供を開始

Copyright © Japan Third Party Co., Ltd. All Rights Reserved.
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財務データ推移
（単位：百万円）

2007/03 2008/03 2009/03 2010/03 2011/03 2012/03 2013/03 2014/03 2015/03 2016/03 2017/03 2018/03

売上⾼ 5,357 6,002 6,024 5,882 5,156 5,164 4,597 4,708 4,661 4,743 4,634 4,748

売上原価･
営業原価 4,246 4,665 5,066 5,356 4,702 4,500 3,885 3,955 3,902 3,918 3,731 3,746

原価率 79.3% 77.7% 84.1% 91.1% 91.2% 87.1% 84.5% 84.0％ 83.7% 82.6% 80.5% 78.9%

売上総利益 1,112 1,338 957 526 453 663 711 753 759 824 902 1,001

粗利益率 20.8% 22.3% 15.9% 8.9% 8.8% 12.8% 15.5% 16.0% 16.3% 17.4% 19.5% 21.1%

販売費及び販売費及び
⼀般管理費 600 621 691 500 486 551 649 672 582 587 707 749

営業利益 512 717 265 25 -32 111 61 81 177 237 195 251

経常利益 524 601 273 19 -40 102 58 89 191 234 136 258

当 純 益当期純利益 262 331 103 -28 -145 -32 1 14 90 81 ３ 184
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医療、介護分野のロボティックスサービス①
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医療、介護分野のロボティックスサービス②
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Connect to the Future


